
とは少ないが，友達の話をよく聞くため，みんなから慕われていた。大柄で豊満な体型

で,初潮は半年前に迎えるなど，身体面は早熟であった。

今回の不登校の契機となった事件があった。それは小学校４年生のとき，自宅で友達

とパーティをするために，友達数名と一緒に帰宅しているときの出来班であった。中学

生の男子が自転車に乗ってこちらに向かってくると，すれ違いざまに突然R子の胸を鷲

掴みにし,一緒に歩いていた女友達の胸も触って逃げていった。Ｒ子たちが振り返ると，

男子は(こやつと笑っていた｡気が動転したＲ子は自宅に着くと,母親に｢いま,痴漢に遡っ

た｣と話した。母親は大変だったねとなぐさめたが，Ｒ子は｢びっくりして声も出なかっ

た｣と話す程度で，そのときはさほどの混乱を示さなかったため，パーティを開き，み
んなと一緒に過ごした。しかし，数日が経つと，じわじわと恐怖が蘇ってきて不安にな

り，男の人に会うのも怖くなった。そして不安になると，母親に激しく当たり散らすよ

うになった。「お母さんを殺して,私も死ぬ！」とまで言うようになり,手首自傷もはかっ

た。不登校になり，当院受診となった。
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不登校と自殺念慮を訴えた女児

Ｒ子:初診時年齢10歳６カ月，小学校５年生。

主訴：学校に行きたいけど行けない。行こうとするとお腹が痛くなる。

家族背景：両親兄，Ｒ子の４人家族｡両親の祖父母はともに近くに住んでいる。父

親は会社員，母親はパート勤務。母親同伴での受診である。

現病歴：元来おとなしく，気の優しい，まじめな子どもであった。自己主張をするこ

た
前
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小児滑渡，３３(11)：1575-1579‘２０１０

んを殺して‘ 私も死ぬ！」と言うほど．自分の苦しみを強く脈え

IB6捌弓

母親に激しく当たり散らすよ、，：恒〕

……H韓
恵繍磯繍蝋霊

墓
、．， ノ

初診時の状態

元来おとなしく，気の優しい子どもで．みんなからとてもいい

子だといつも言われてきた。性格はまじめで，自汽韮飛もあまり

しない子どもだった。今回の耶件があってから，雌親に｢お俄さ



ランスが顕著であった。

面接では，Ｒ子はこちらの質問に答えることができなかった。

母親のそばから離れず‘何か冊かれるとすぐに母親を見て．代わ

りに答えてくれるように促すしぐさを繰り返した。抗うつ薬と抗

不安薬を少批処方し，週１回30分秘度，母親同席で面接を行う

ことを提案したところ，素直に受け入れた。

関係発達支援の経過

③第２回(初診から４日後）

【Ｒ子の母親に対する反発と母親の困惑】

Ｒ子は登校できず,ずっとl9I宅で過ごしている。恕渉が数ﾛ縦

いたが,少しは職減してきた。しかし，母親がＲ子に脚をかけた

だけでイライラする反応は続いていた｡例えば,あるlEIテーマパー

クに親子ででかけた際,ベンチが１つ空いていたので,Ｒ子が座っ

ていいかと鍬親に側くと，「だめ｣と首われたのでイライラし始め

た。母親が｢かっとなったらだめよ｣となだめようとすると，腹を

立てて｢帰る！」と言いだした。

今回の酬件があってから．なぜか母親はＲ子に｢正直に言わな

ければだめよ｣とさかんに附すようになった。心のなかにあるも

のをすべて吐きださないといけないのではないかとの思いから，

そう諭してしまうというのである。母親はこの子がなぜ不登校に

なったのか.どうしても理解できないという。怠け病だとも思い，

学校に行くようにプレッシャーをかけていた。娘が学校に行かな

いことで母親もひどくイライラしてしまい．兄に当たってしまう．

こともあった。その一方で，この子がこんなふうになったのも私

のせいかとも思った。これまで厳しく育ててきたから，この子に

はそれが璽荷だったのではないか，これまで素直でとてもいい子

だった，何も言わなくても自分でなんでもできていた，駄々をこ

れたり,物をせびることなどまったくなかった,と振り返るのだっ

た。．．

このように，母親は馴件後の娘とのやりとりについて率直に滞

るのであるが，面接を行うなかで，娘の気持ちがわからないだけ

でなく，冷静に対処できない自分に対しても困惑していることが

しだいに浮かび:上がってきた。母親力銃粁とこのような話をして

いる間，Ｒ子はイライラするのか‘柿子に座っていても身体を動

かし続けて．椅子をせわしなく回転させていた。

【母親へのアンビバレントな思いと甘えの出現】

Ｒ子は，気持ち力落ち着いているときに，「いままでお母さん

べったりだったから.１人雑れて考えることも必要かなと思うし‘

何も変わらないような気が入院したい。いまの生活を考えると‘何も変わらない‘

するから｣と，母親に自分の希望を鯖すようになった。

そばに母親がいないと心細いのか,１対１で話を聞こう

母親にしがみついて離れようとしない。そしてすぐに

い｣と言った自分の希望を引っ込めるのだった。Ｒ子@

するアンピバレントな思いが強いことがうかがわれた。

しかし‘

としても

l入院した

い｣と言った自分の希望を引っ込めるのだった。Ｒ子の母親に

するアンピバレントな思いが強いことがうかがわれた。Ｒ子の

ぐさを見ていると，母親への甘えが明らかに強まっているので

るが》甘えに対する強いためらいもまた，同時にはたらいてい

ことがうかがわれた。

面接が終わった後．待合室のソファに母子２人並んで座って

対

■

あ

馬

し１１２

たが，Ｒ子はまるで猫がじゃれつくように自分の頬に母親の手を

持っていき.すべすべしてもらって,気持ちよさそうにしていた。

不自然な甘え方ではあったが，Ｒ子は{U;親に肘､えが表出できるよ

'〃『蛎一

繍鵜
うになったｃ

Ｌ，

③第３～４回

【全面的に母親に依存する】州、ｊ

相変わらずイライラが高じては,薬を全部飲もうとした り，母

親の言い方が気に入らないとすぐに食ってかかり,暇「うるさい

な’」｢もう死んでやる！」とまで言うが，その一方画風呂に入

るときも．藩替えるときも， 歯を磨くときも，女蓉て

力泌要で．自分ﾗウ魁らはまったく｡何もやろう

母親の介助

った。入浴としなくなったｃ

中は母親に全身を洗ってもら

~

うほどだという。このように．母親

への激しい反発を示す一方で．身辺の世話は全而的に母親に執る

ようになっている。ここに，母親に対する反発と甘えが両極端な

かたちで同居しているというアンビバレンスが非常に強まってい

ること力視てとれた。

入院して親から離れたいと言ったかと思うと，すぐにいやだと

言うなど.何につけても自分の気持ちが定まらない状態である。

こうしたＲ子の様子を，母親は少しずつ冷静に受け止められるよ

うになり，「これまでとてもいい子で，なんでも簡単に受け入れ

てきたのだろうから｣と話すまでになった。fi賭も母親には．「こ

れまで,母親を困らせることはほとんどなかったのでしょうから．

このように母親を困らせることも大切でしょう｣と助言した。

而接で母親と話をしながらＲ子の様子をうかがっていると，ｌ:１

分でもよくわかっているようで‘勉近の行肋は愈図的な節がある。

1５７６ 小児希腰鋪33巻第11号2010年１０丹
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②第７回(２カ月後）

而接で会ったときの印象では，Ｒ子は少ししっかりとしてきた

印象を受けるが,家ではまだイライラしやすく，遺尿や遺焚も認

められるという。いまだ回復途上である。

四

暦号L､宝豆か異■■酌

【Ｒ子は母親の言動に過敏で批判的になる】

Ｒ子は母親の話のトーンに非常に敏感になっている。而接中の

母親の言い方に反応して，「いまのお母さんの言うことは，本当

はそうじゃないんでしよ！」｢本当は怒っているんでしよ！」など

と，母親の気持ちを鋭く見抜いて聞き直す。どう対応してよいの

か．母親‘の困惑はますます強まっていった。た。その後も振韮生活が続いたので，Ｒ子の養育は近所に住む両

家の祖母が主に担っていた。Ｒ子はおとなしい子だったので手が

かからなかったカミＲ子の兄のほうがいろいろと反応したので．

みんなの目がつい兄のほうにいきがちであった。その後もＲ子は

母親に素直に甘えることがなく，母親と直接手をつなぐこともな

かった。手をつなぐときには，タオルを介して双方が握り合って

1577

ないかと推測きれた。しかし，そのことは

小児瀦腰第33巻縮１１号2010年10月

いたのではすることができず，自分自身の不安から娘に対応して

ここでは直接取り上

竃口述

③第８回

【夕方の外出でフラッシュバックが起きる】

この日は珍しく夕方の受診であったがｂ父親の迎娠でＲ子は描

院の入り口までは来たがbどうしても車から降りることができず，

｢怖い,怖い，（車から)出たくない！_lと言いだした。さらには｢こ

の時ＩⅢ怖い，この時間怖い！｣｢変質者のような人にまた会ったら

いやだから，行きたくない｣と激しく訴えるようになった。この

ときのＲ子の反応を見て，母親は初めて，事件が下校時であった

ことに鉦づいた。そういえば夕方の散歩にも行きたがらなかっ

た，映IiIiも午前中にしか行きたがらなかったと，111:親はようやく

その理由に気づいたという。このように母親は，娘の気持ちにす

ぐにはピンとこないところがある。こんなところに，母と娘の関

係がしっくりとこないことの一端がうかがわれた。

_▲I

:紳婁鯉:雰鰯餓醸鯛１１K照製
げることは避けたｃ

子は相変わらずおとなしい子どもだったが，

【母親の気持ちも不安定になってきた】

そうした過去を思い出すようになって，母親は急に怨し〈なる

かと思うと,カーッとなってしまい,気分がキレそうになるなど，

自分でもコントロールできないほど情動力不安定になってきた。

このままでいいのかなと不安になることもあるという。母親は胤

子(兄)に対しては素直な気持ちでいられるのに，なぜか娘(R子）

に対してはそうした気持ちがもてず，関係もしっくりこないと，

率直に自分の気持ちを述べる。しだいに母親はＲ子を育ててきた

これまでの経過を想起しながら，当時の親子関係を振り返るよう

になった。

表'|Wを兄せる。そんなところに，どこかわざとらしいけえを感じ

‘‘させる。また，母親が｢(回復するまでに)あと半年くらいはかか

るでしょうか｣と錐者に尋ねているのを，Ｒ子はにやにやしなが

ら聞いている。錐者はそうしたＲ子の様子に気づいていたので，

少し冗談めいた口柵で‘「そんなにかからないよね｣と，Ｒ子に同

凶

鋤滞捗博．．

鍛蹴藁……
！。.[学校に行ってみたい気もする｣とは言いだしたが,や’、鮮校に行ってみたい気もする｣とは言いだしたが,やはり心細

蕊い気持ちが強く，いつも母親のそばにいたがる。時折，１人でめが国産
■ゥ■も

．､：識jそ泣いていることもあるという。面接場面でも．全体的にま
少 折

、”だ子どもっぽさがlE1立つ。うじうじした態度で，いかにも甘えた

．、い気排ちが強いことを感じさせる。しかし，睡眠と食欲は良好に

、’．_~なってきた。
ロＦ

巳画ｂ~

：？‘､謝卸執に，Ｒ子の乳幼児期の様子を詳しく聞いたところ，つぎの

Pような深刻な話が明らかになった。
、‘.、：
坂 Ⅱ 山 々 ' L

【母親がR子の周産期と¥I幼児期を想起する】
■①■

・・母親はＲ子を妊娠中,内分泌器官に悪性腫蕩が発見されたため，

出遊後まもなく手術をしたが,転移を認めたため，リンパ節切除

術と放射線猟法を受けた。そのため出産後も１カ月|M1ほど入院し

９
句
凸

噂鼠:： か母親は，何かにつけていつも｢我慢しなさい｣と繰り返し，

,癖、蔀R師ス”’ていたというのである。

;‘常儲母牌'‘この賭を|ﾙlいて,錐者はR子が乳幼児期,母親に甘える聾Ｐ

党､

■ｒ

鞭きない状況にIEfかれていたことを知るとともに，今回の；

＝唾

あることに強い述和感を抱いた。母親はＲ子の思いに沿って対応

の接し方で

いたという。Ｒ なぜ

諭し

なんでも話しなさい｣と諭していたことと昔の

きよ‘‘，かかわりとがあまりにも異なっていて，まるで正反対房

えることが

Inlの111件戒

４為後に,母親が娘に「
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いる。母親と直接蹄したい気持ちが強まっていることがうかがえ

た。

【母親の娘に対する強いアンビバレンス１

．娘が父親を頼っているのを見ると，どこかでほっとしている自

分がいる。そんな自分を振り返り．本当に私はこの子を愛してい

るんだろうかとも思っていた。これまで娘が自分を必要としてい

たときに，ひょっとしたら自分はそれを打ち消したり，自分のほ

うから娘を引き離していたかもしれないと内省するまでになった。

母親は娘の気持ちがしっかりと、めないもどかしさや，心細さ

が強まっていたが，夫にこのことを話すと，お前の育て方が悪い

からだと言われそうで,何も言えないという。母親にとっては息

子だけ力頼りの状態になっている。

そこで飾者は，今回のフラッシュバックの出現に対して．娘が

｢怖い1-1という自己表現は，母糾、の甘えの気持ちから出たもの

であることを説明したうえで,母親に助けを求めるこのような反

応は，･肯定的に受け止めてよいことを助言した。なぜなら，母親

に甘えをまったく出せない状況にあれば，「怖い！」とはとても言

えるものではないからである。ようやくそれが出てきたことは改

善の徴候と考えられたからである。

今回の蛎件のショックは親子にとって小さくないが，母親と娘

の心理的距離を縮める契機となったことも確かで，そのことを肯

定的に受けとめる気持ちが，猷親に生まれてきた。

ほうを向

、第11～12回(４カ月後）

【父親との関係に対する恥じらいが生まれる】

２回目の両親同伴の来院。Ｒ子は，診察室に両親一

と般初は勧めていながら，いざ入る段になると，すぐ

いだした。厭親によれば｢恥ずかしいらしい｣とのこと

このように母親との関係が深まっていくにつれ，少し

の関係に違和感を抱くようになったのであろう.恥ず

‐
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蝿
蕊
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繍
織

緒に入ろう髭

乃
函

すぐに父親を追

だったが，

少しずつ父親と

かしいとい

R子は母親う気持ちが起こってきていることがわかる。それまで
汀
〆
々
さ

９
Ｆ

との関係とは対照的に，父親ぺったりの間係が続いて

はほかの家族からみても，あまりの溺愛ぶりであった

うやくＲ子にも父親に対するアンビパレントな気持ち

いた。それ

という。』：

が強まって

きたことがうかがわれたｃ

【筆者とも向き合えるようになる】

これまでずっとＲ子は母親のほうしか頂

蕊電選裂一

1578

た｡学校にも通い

41

たときだいて話すことはなかったが．この日初めて

方にも甘けは．こちらに身体を向けて話せるように

えた調子がなくな

その後，数カ月③第９回(３カ月後）

而接の帆自宅の前で交通211:故があった。子どもが救出されて

いて‘その子が｢お母さん‘助けて！」と叫んでいた。それを見て

母親が泣いていると，Ｒ子が駆け寄ってきて｢どうしたの｣と理由

を潮ねた｡母親が理由を脱明すると,Ｒ子は｢私もそんなときには，

｢お母さん，助けて｣と面うよ｣と賭してくれた。それを聞いて母

親は，うれしくなって涙を流したという。娘に対する母親のわだ

かまりが少しとけてきた様子であった。

すことができるよ

、第10回

１カ月ほど前から,午前中には登校できるようになっていたが；

久しぶりに夕方から登校すると，そのままスクールカウンセラー

に会いに行った。痴漢に巡った通学蹄は通らなかったという。

Ｒ子が夕方になって｢お母さんは私と儲をしてくれなかった。

お兄さんとばかり話していた｣と．素直に昔の自分の気持ちを母

親に話すようになった。

また,而接でも母親とよく話すようになってきた。誰者のほう

にはまったく額を向けないで．ことさら母親のほうばかり向いて

極めて順調な継過

③第19(８カ月後)～23回(11カ月後小学6年生）

この日のＲ子を一M見て，ずいぶんとしうかりしてきた印象を

受けたので,１対１での而接を提案したところ,すぐに同意した。

治療開始後初めての１対1での而接であっだ｡これまで母親に何
か尋ねられても｢大丈夫｣とだけしか言えなかったが，このころに

は｢(あのときは)お母さんに何も言えなかったんだよ｣｢悩み事が

あっても友達やお父さんに話していた｣｢こういうことがいやだっ

たの｣と素直に話すようになった。自分でもずいぶんよくなって

蕊
きたと思うと勝っている。学校については‘「まだ怖い。みんな

が待っていることを思うと，（学校に)行きたいという気持ちもあ

るがｂ後押ししてもらうと，逆に行きたくなくなると｣と，いま

の気持ちを率直に滞っている。

通学路を変えて．毎日母親と一緒に畳校するようになった(た

盈 戸 】 生 Ｐ
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これまでの経過を振り返って

【トラウマ体験を初めて母親に語り始めた】

再登校するようになって,２週間ほと藩過したころである。母

親と登校していたとき．以前歩いていた通学路に｢ちょっと来て

．みて｣と言いながら母親の手を引っ張って辿れていき，痴漢に遭

遇したときの様子を具体的に細かく話し始めたというのである。

それを聞いて母親は，「よく話してくれたね｣としっかり抱きしめ

た。すると母親に｢ちゃんと学校に報告してね。ほかの子が(痴漢
Ｌ

塁に)やられるとかわいそうだから｣と，思いやりのある言葉も．付け

~加えたという。

､％ただ篤いたことに，このようにＲ子がみるみるしっかりとして
L■

くると，今度は1W親のほうが,娘が自分から離れていってしまい
P屯

そうで急に心細くなり.不安が強まり,過呼吸を起こすようになっ

た。そしてついには救急車で迎ばれるほどの騒ぎになった。「見

撫ら;i'不安｣が母親に強まってきたのであろう｡そのための不
・『安発作の出現である。実は独身時代から‘不安発作を起こしてい

・､たことがわかってきた。

で’以後．治療は低親中心へと変わっていった。

ＰＴＳＤ(PoSt-TraumaticStressDisorder，心的外傷後スト

レス障碍)の回復のためには，トラウマ体験を自ら想起すること

がいつかは必要となるが；それが可能になるのにはそれなりの条

件が必要であることを，本事例の回復過程は教えてくれる。トラ

ウマによる強い不安や恐Niを誰かに受け止めてもらうことが必要

となるがそれを受け止める側にも，それなりの条件が求められ

るということである。

本事例の母子関係においては，乳幼児期に，母親の病気療養の

ため,甘えをほとんど体験できなかったことが明らかになったがｂ

それのみならず，母親自身も幼児期に寂しい思いをしてきたので

はないかと想像されるのである。その根拠として，独身時代に不

安発作で苦しんだということもさることながら，娘がトラウマか

ら回復して，依存から自立へと移行していく段階に差しかかった

とたん，今度は母親のほう力塊捨てられ不安を起こしているから

である。母子ともに親との関係で｢甘え｣の体験を享受できていな

かったことは確かであろう。そのような歴史が母子関係に気持ち

のズレを生み，互いの気持ちがしっくりこない状況力栽いていた

のだろうと思われる。その懲味では今回の出来事が｢災い唯じて

福となす｣ことにつながっていけば幸いだと，心から願わずには

いられない。

万
“
‐
Ｐ
ｂ
・
ミ

謹謹謹譲
､息鞄･~;為

函？

Ｊ
Ｊ
ｆ
３

Ｌ

Ｆ
■
二

９１

i惑噂


